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I. 石見銀山世界遺産センターの概要

1. 業務と組織等

I 世界遺産センタ ー の業務・組織 I

世界遺産「石見銀山造跡とその文化的景観」全体の導入部（案内の玄関口）として、 総合ガイダンス
と展示解説機能を持ち、 調査研究並びに遺跡の保全と管理、 ユネスコの「平和と人権葬重」の精神を情

報発信することなどを担う拠点施設として、 専門職員及びスタッフ等が常駐しています。

1)世界遺産センターが担う業務

◇ガイダンス（遺跡を見て回る人に対して遥跡の価値や全体像の理解を促進）

①遺跡立体模型での説明やガイダンス映像の上映
②案内窓口の設置とスタッフの常駐

③地図・ パンフレットの配布

◇展示・解説

①追跡全体の解説や収巣資料（含むレプリカ等）の展示と解説

②新たな調資・研究成果の展示と解説

③館内案内スタッフ、 専門職員による総合解説

◇調査・研究

①調査・研究活動の拠点

②研究発表、 シンポジウム等の開催

◇保全・管理

遺跡の日常的なパトロ ー ルと保全・管理

◇教育・普及

①案内書、 解説書等の作成

②ホ ー ムペ ー ジ等による情報発信

③体験学習（丁銀づくりや灰吹体験など）の実施

④講演会、 講座等の開催

◇収集・保管

①関係史賽料の収集及び保菅

②史査料等のデー タベ ー ス化

- 4 -



2)組織

| l
0石見銀山課（大田市）

I ※石見銀山世界遣産センタ ― I

文化財課世界遺産室（島根県）

（駐在）

|※重要文化財熊谷家住宅

［※代官所地役人旧河島家

［※大森町並み交流センタ ー ロ
古代出雲歴史博物館（島根県）

石見銀山資料館（民間）

I 世界遺産センタ ー がめざすもの I

◇ユネスコの精神をまもり、未来へ引き継ぎます
平和と人権尊重の国際連合教育科学文化機関（ユネス

コ）の精神に基づき、他の世界遺産と共に人類全体の宝
である石見銀山遺跡をまもり、未来へ引き継いでいきま
す。

◇石見銀山の理解を助け、現地へ誘います
鉱山跡など多種多様な資産で構成され、かつ、広大な

面積を有している石見銀山遣跡の全体像の理解を助ける
ため、適切なガイダンスを行います。そして、資産その
ものである現地を歩き、見て、触れる機会を増進します。

◇調査研究を積極的に行います
考古、文献などの入文科学分野と、科学、自然環境な

どの自然科学分野が密接に連携を取り合いながら総合的
な調査研究を進めます。また、国内外の鉱山遺跡との比
較研究などテ ー マ別の調査研究も行い、情報発信します。

◇遺跡の保全管理活用を継続的に行います

「平和と人権」を精神とする
ユネスコの世界遺産

国際連合教育科学文化機関にネスコ）は、第2次世界大戦へ
の厳しい反省から、19年年11月、ユネスコ憲章が採択され誕
生しました．.. : 

ユネスコ憲章の前文には、「戦争は人の心の中で生まれるも
のであるから、人の心の中に平和のとりでを築かねばならなしヽJ?
と掲げられていま主戦争は、宗教、歴史、思想などの文化的な相

り 達に基づく「差別や人権晨害」が原因だとされていまま ：

ユネスコは、世界の誰もが認める顕著な普遍的価値を有する ？^

資産を四早遺産として呻し継承していくことによりJ権が

へや匁 人 で
し

マ，＇が

次怨ざ
点

令，；く9‘ ”- ^} <9、:

ヽふ‘必 ｝9 ｝ /9 人 し 9 

ヽ� 9〉 、

; �:⑳斜（卓、成2p淫10_月、各
，勺

ーぷ�人［人＂ ： ｀ 炒 ,.'�:,'�咲 竺
こ :/ :‘” ．ふ 入、、

▲ユネスコ憲章（パネル）

良好なかたちで今に伝わる資産を適切なかたちで未来へ引き継ぐために、遺跡パトロ ー ルなど日常
の保全管理に努めます。同時に、継続した保全活動が実施できるよう官民協働の取り組みも促進しま
す。また、現地資産そのものが展示物とみなされるため、資産の整備活用を進めます。

◇親しみのもてるセンタ ー とします
現地施設と連携を密にし、地域住民が誇りを持ち、学校教育や生涯学習の機会の場として、観光客

を含め何度でも来館したくなるような交流拠点とします。また、現地説明会や体験学習、講座講演会
などを定期的に開催し、義しみが持てる地域に開かれた運営を目指します。
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2. 施設の概要

I 施設の配置 ・ 規模等 I

①所在 島根県大田市大森町イ1597番地3 （第3駐車場：大森町イ1689番地（借地））

②用地関係

用 途 面 積 駐東台数など

建物敷地 4,100m' 

第1駐車場 5,700m' 普通車95台、 身障者用4台、 待機バス13台

第2駐車場 950m' 習通車38台

第3駐車場 9,800m' 普通車約250台

西側駐車場 530m' 職員他関係者用

③建物関係

名 称 延べ面積 構 造 機能 ・ 役割

ガイダンス棟 763.47m' 木造瓦費き平屋建て ガイダンス ・ 便益（無料）

展示棟 720.69m' RC造瓦葺き一部2階建て
展示・解説（有料）、 調査・研

究、 教育・普及

収蔵体験棟 477.53m' RC造瓦葺き 一部2階建て 体験学習、収蔵・保管

車庫 33.00rrf 木造瓦葺き平屋建て 公用電気自動車2台

便所棟（既存） 111.78m' 木造瓦葺き 一部2階建て

....世界遺産センタ ー 全景
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3. 展示の概要

I 展示のコンセプト I

石見銀山世界逍産センターは、 世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」（以下、「石見銀山」とい
う。）のエントランス（入口）として、 遺産のガイダンス（概要説明）機能を担っています。 したがっ

て、 実物の歴史資料で構成される博物館や資料館とは性格が異なり、 模型や、映像、 レ プリカ、 再現品

を中心に構成しました。 また、 埋蔵文化財センタ ーとしての機能を有しており、 発掲調査により出土し

た遺物の展示も行っています。

1 展示のテ ー マ I

①無料展示室（ガイダンス棟）
石見銀山の全体像をわかりやすく理解できることを展示テ ー マとしました。広がりや構成要素の多様

性を、 遣跡立体模型やグラフィックパネル、情報パソコン、 ガイダンス映像を使用し紹介しています。

また、 情報コ ー ナーで、 発掘調査を中心とした最新の調査研究の成呆も速報展示しています。

②有料展示室（展示棟）
展示テーマは石見銀山が世界遺産に登録された「3つの価値」と、1996（平成8)年から進めてきた

「石見銀山遺跡総合調査の成果」という、計4つのテ ーマから構成されています。

第1展示室「世界史に刻まれた鉱山遺跡一石見銀山」

石見銀山が16世紀の東西交易によって「人類の価値の重要な交流Jに大きな役割を果たしたことを紹

介しています。

第2展示室「石見銀山の歴史と鉱山技術」

石見銀山は、 採掘から製錬の技術、 支配、 信仰、 生活、 銀の流通に至るまでの銀生産の総体が遺構と
して残るという「独特かつ稀な証拠」です。 これを1)歴史、 2)くらしと技術という2つのサブテ ー マ

で解説しています。

1)石見銀山の歴史

16世紀の神屋寿禎による「銀山発見」から、 大森の町の形成まで、 映像や資料写真、復元品等で解説

しています。

2)石見銀山のくらしと技術

発掲調査の成果を中心に鉱山のくらしと技術を解説しています。

平成21年6月1日から、 この「原史」と「くらしと技

術」のサブテ ーマの連結コ ー ナ ー に、「国重要文化財 ・

辻が花染丁子文道服の再現品」の展示公開を始めました。

この道服そのものは、 石見銀山のゆかり深い清水寺

（大田市大森町）が所蔵し、 伝世の由来、 辻が花染とい
う染色技法、 デザインの豊かさが17世紀初頭のシルバ ー

ラソシュに湧いた様相を鮮やかに示しています。 染織品

の研究者の監修のもと、 平成20年度の約1年をかけ、 専
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門組織（株式会社染技連・京都市）の手によって再現しました。 その再現過程もテストピ ー スやパネル

を使用して展示解説しています。

ただし、 道服再現品の展示は、 衣桁に掛け続けることによる傷みや照明と温湿度の影響を考慮し、 期

間を限定して公開することとしました。

＊＊平成21年度公開実績＊＊

第1期(6/ 1~7 I 5 : 35日）

第4期（12/19~1 /11 : 24日）

第3展示室「総合調査の成果」

第2期(8 /12~8 /31 : 20日）

第5期(3 /13~3 /31 : 19日）

第3期（10/17~11/ 8 : 23日）

年間計121日

自然科学、 文献、 石造物、 間歩、 発掘調査という学際的な調査研究成呆の一端を紹介しています。 併

せて石見銀山の批質学的な背景から鉱脈や坑道の分布などを映像、 模型等で解説しています。

平成21年7月2日からは、 展示室の一画で、 寄贈を受けた「都市鉱山オブジェ（および解説パネル4

点）」コ ー ナーを設け、 廃棠される電化製品などから希少な金属を回収·再利用している状況の展示解

説を開始しました（常設展示）。

第4展示室「未来に引き続ぐ石見銀山遺跡とその文化的景観」

「鉱山跡と鉱山町、 街道、 港と港町の総体」という石見銀山の土地利用＝文化的景観を模型、 映像、

パネルや歴史年表で紹介しています。

また、 石見銀山ゆかりの写真展として、 関係者の寄稿により完成した「別冊太陽 — 石見銀山世界史に

刻まれた産業遺跡—」のために撮影された北田英治氏の写真により石見銀山の様々な清景を紹介しまし

た（不定期開催）。

; 3 ぶー
亡 ．ヽ ・ � ·- . ` � ―

▲都市鉱山オブジェ ▲石見銀山百景
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I 主な入館団体 I

＜平成21年度＞ （平成21年4月1日～平成22年3月31日）

来館日 団 体 来館日 団 体
4月13日（月） 北国観光 ほか 10月28日（水）

大田市立久手小学校
4月23日（木） 山口県来迫寺仏教婦入会 島根県立出雲養謡学校遠摩分教室 ほか
4月30日（木） 大田市立北二瓶中学校 10月29日（木） 第32会全国土地改良大会
5月1 日（金） 邑南町立瑞穂中学校 11月 1 日（日） トップツアー ほか

5月19日（火） 広島県・城山北中学校 11月2日（月） ひかり会 ほか
5月27日（水） 東呆シティ旅行会 11月4日（水） 茨城県教育庁総務課 ほか
6月 2日（火） 1大田市立五十猛小学校 11月5日（木） いきいきサロンうのまる会

6月4日（木） 大田市立大森小学校 11月 6 El（金） 日本旅行ジパングクフブ
6月12日（金） 鳥板県寸渥摩仇校 11月 7日（土） 福Il膚停協会 ほか
6月17日（水） 大田市V温泉津中学校 11月8日（ 日） 小野田簡保 ほか

6月25日（木）
大田市立仁摩小学校 11月10日（火） 川口信用金庫
島根県立松江工業品校 11月11 日（水） 島根県す出雲養設学校大田分教室 ほか

7月 3 El（金） 島根県汀出雲養護学校 11月13日（金） JTB北海道
大田市立北三瓶小学校 11月15日（日） 下松ろう協会 ほか

7月 7日（火） 大田市立志学小学校 11月16日（月） オ見アグリ旅行会 ほか
大田市立池田小学校 11月17日（火） 大田市立朝波小学校

7月13日（月） 奈良県・智賠学園中学校 11月18日（水） 川口信用金廊
7月22日（水） 鳥取県妻木晩田遺跡事務所 11月19日（木） 福山地区保護司会
8月6日（木） 青森県教育庁文化財保護課 11月22日（日） 古志コミュニテイセンタ ー 町づくり部 ほか

8月12日（水） 佐賀県教育庁 11月23日（月） 赤穂市自治会辿合会
8月23日（ 日） 広島呉・熊野第一中学校 11月25日（水） 群信教ふれあいの班 ほか

8月24日（ 月） 群馬県新風会 11月27日（金） 郵船クル ー ズあすか11 ほか

8月28日（金） 全国JCのらくろ会 12月2 日（水） クラブツ ー リズム東京
9月4日（金） 信州花空間 ほか 12月 3 H（木） 湯坪民宿組合 ほか
9月7日（月） 飛梅会 12月4日（金） クラプツ ー リズム浜松

9月9 日（水） 大阪教区寺族婦人会連盟 12月5日（土） 下関市立水族館海響館ボランティア

9月10日（木） ろうきん友の会札幌協議会 12月 8 日（火） 赤崎ミニトマト生茄部 ほか

9月17日（木） 熱田長寿会 12月12 日（土） 年冠国際旅行社（台浩） ほか

9月18日（金） 松江市立八雲中学校 12月16日（水） NPO法人どんぐり ほか

9月24日（木） 井田やすらぎ会 12月19日(:J:) 島根県立大学
9月25日（金） 広島県三次市立君田中学校 12月21日（月） 国府地区シルバ ー 歴史探訪会

9月26日（土） 松江市手をつなぐ会 ほか 12月28日（）］） クラブツ ー リズム浜松

9月27日（日） 四絡コミュニアイ ー スポ ー ツ部 1 月 2日（土） 毎日新聞旅行
9月28日（月） 岩本親睦会 1月16日（土） かしの木

9月30日（水）
芙郷町立大和小学校 1 月20 日（水） 大田市立尚山小学校
JA石見銀山婦人部 ほか 1 月22日（金） 中国霞カ

10月 6 日（火） 広島地区女性連合会 ほか 1月27日（水） たてがみの郷グ）レ ー プホ ー ム

10月7日（水） 大田市立久屋小学校 ほか 1 月28日（木）
出雲市立大社小学校

10月11 日（ 日） 安芸尚田市教育委員会 ほか 栃木県日光市教育委員会
10月12日（月） 横浜市建築設計協同組合 2 月 2 日（火） 大田市立/II合小学校
10月14日（水） 徳善寺仏教婦人会 ほか 2月6日（土） 久喜・大林銀山保全委員会
10月15日（木） 小松／11信用金庫 2凡13日（土） 島根大学坪工学部

10),J16日（金） 大田市立富山小学校 ほか 2 月20 日（土） ユ ー ユ ー ツ ー リスト

10月17日（土） 鵜の亀 ほか 2 月24日（水） 青森県たばこ耕作組合

10月18日（日） I旗二自治会婦人部 3月3日（水） 美郷町立邑智中学校

10月19日（月） 身障者福杜協会＝和支部 3月4日（木） 福屋組総代研修会

10月20日（火） 小郡市郷土史研究会 ほか 3月5日（金） 森友会

10月21日（水） 島根県＼
＇

「松江北晶校通信科 ほか 3月12日（金） 飩松コミュニブイセンタ ー

10月22日（木） ケアハウス美）II はか 3月13日（土） 本郷親和会
10月25日（日） 高峰自治会 ほか 3月21日（ 日） 甲和会
10月26日（ 月） 大和町老人クラブ 3月24日（水） 川下小学校同窓会

3月30日（火） 浜田杜会柏祉協譲会
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4)「島根ふるさとフェア2010」

広島市で開催された「島根ふるさとフェア2010」に、

石見銀山世界遺産センタ ー として初参加しました。 ブー

スでは、世界遺産センターが担っている役割や機能など、

遺跡の玄関口としての施設紹介を中心に行いました。

また、 プラスチック板で作る「キー ホルダ ー 製作コ ー

ナ ー」を設け、 お手軽体験イベントも同時に開催し、 延

ベ600名の皆さんに体験してもらうなどPRに努めまし

た。

日時：平成22年1月23日（土）10:00~17:00

1月24日（日）10:00~16:30

会場：広島県立総合体育館（広島市中区）

5)「石見銀山謎解きウォ ー クラリー」

パ ー ク＆ライドの拠点である抵界遺窟セ

ンタ ーを起点に、 大森地区の町並み施設へ

の誘客に努める目的で、世界遺産センタ ー 、

熊谷家住宅、 武家屋敷旧河島家、 町並み交

流センタ ーの4 施設に［喜されたキ ー ワ ー ド

を探し当てる、「石見銀山謎解きウォ ー ク

ラリ ー」を開催しました。

日程：平成22年3月20日（土）

~ 4月 4日（日）

賞品：正解者全員に「純銀粒とキ ー ホル

ダ ー づくりキット」をプレゼント

（さらに、 抽選で賞品獲得）

6)展示室観覧者5万人達成記念セレモニ ー

ti 言二：：ニ
―こ

こ
・
ー

で竺令ヽ了言三9999しー..,
る吋99’’',""9ヒン,. ,.心スコ,'m""' '’`'←心ぷス9, 9凶 99999 【 ヤ9"ほ:り~‘9内こ込9,9 C� ~”::9Hr,:9バ9H"己口99こ9 9心,,,

平成21年7月21日（火）午煎10時、 展示室観覧者が

5万人に達しました。

5万人目の観覧者は、 広島市の深田壮吾さん（小学

5年生）。 おじいさん、 おばあさんと3人で、 罷界遺

産石見銀山遺跡の現地へ行く前の予習目的で来館され

たそうです。

記念のくす玉を割り、 大田市の小川和邦教育長から 主

大田市特産品詰め合わせなどの記念品を贈呈しまし

た。

7)その他報道取材等一覧

番組制作に係る取材・撮影について積極的に協力し、 世界遺産センター 及び石見銀山遺跡全般のPR

に努めました。

・番組取材
広島ホ ー ムテレビ、 テレビ大阪、 BS-TBS、 ラジオ大阪 ほか
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今年度は、 昨年度に整備を実施した見学路側溝の排水経路を確認することを主な目的として調査

を実施しました。 また、 昨年度に多量に検出したキュ ー ペルが、 分析場跡一帯の地表面に露出・散

乱していることから、 これらの採集も行いました。

調査は、 分析場跡地の北西端部(A地点）と、 その右隣で現在進入路として使用しているスロ ー

プ部(B地点）にそれぞれ調査区を設定して行いました。

A地点では、 廃棄されたキュ ー ペルの上面に整地された面や廃棄されたキュ ー ペルを上に建物基

礎を設置した状況が確認されました。 このことは、 キュ ー ペルが製錬所閉鎖後に廃梨されたものと

考えられることから、 分析場跡地で現在確認できる建物基礎の一 部は、 採業時の製錬所に伴うもの

ではなくそれ以降の、 つまり、 製錬所閉鎖後に何らかの建物が建っていたということが分かりまし

た。 また、 下層部からは石組みの暗渠が検出され、 これは昨年度整備を実施した見学道側清の延長

部分ではないかと考えられます。

またB地点では、 長い間製錬所跡の進入路として使用してきたスロ ー プが、 近年に造成されたも

のだと考えていましたが、 製錬所閉鎖後の比較的早い段階に造成されたものであること、 スロ ー プ

の下にはさらに2面の整地面があり、 下の整地面が操業当時の地表面であることなどが確認されま

した。 また、 2本の石組み側溝も検出され、 底面がモルタルで補強されているなど、 当時の技術を

垣間見ることも出来ました。

製錬所跡におけるこの度の整備事業に伴う発掘調査は2ヵ年で終了しますが、 昨年度謂査では製

錬所閉鎖直後のキュ ー ペルの廃稟状況などが、 今年度調査では閉鎮後に何らかの施設が建設されて

いたことなどが明らかになりました。

2)本谷•安原谷地区

調査地点 銀山柵内の東側に位置する本谷と、 その本谷から西に伸びる安原谷

調査期間 平成21年9月24日～平成21年12月16日（現地調査）

調査目的 土地利用の状況確認、 製錬の解明、 銀山初期の実態解甲

概 要

本谷地区では、 平成15年調査時のトレンチを拡張し

た調査区と、 その道向かいの露頭掘り跡の下部に調査

区を設定して調査を行いました。

トレンチを拡張した調査区では、17世紀薗半の遣構

面を確認し、 炉跡5基や土坑などが検出されました。

また調査区内では、 合計9面の遣構面を確認し、 4回

の造成が確認できる道路状遣構も検出されました。 露

頭掘り跡の調査区では、 調査した幅5mの内部の南壁

は丁寧に加工されているのに対して、 北側は綺麗な加

工面が確認できないことから、 採掘は南側から北側へ

向けて岩盤を剥ぎ取るように行われたのではと推測さ

れます。 また、 調査区の北側には採堀の途中で放棄さ

れた鉱脈のほか、 南側では方形に石組みした基壇状の

遺構も5基検出されました。

安原谷地区では、 昨年度調査した3箇所の1、レンチ

のうち谷手前と奥部の2箇所を拡張して調査区を設定

しました。谷手前の調査区では、 17世紀初期の遺構面

が検出され、 土問面と礎石建物、 石組みの溝状遺構、
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平成21年度調査を実施した7箇所のうち、 旧杉谷家地

点のみ遺構が検出されました。 調査地点は、 銀山地区内

の「上市場」に当たり、 銀山初期段階の退構や遺物が出

土する地点として知られていますc 調査は主屋の裏で、

銀山川沿いの敷地内に、 遺構が検出されたため、 3箇所

の試掘を行いました。

第1トレンチからは、 敷地の境界のためと思われる石

垣状の遣構と、 その下層では17世紀初頭と思われる遺構

而が検出され、 第2トレンチでは建物の基礎と考えられ �I日杉谷家地点調査

る石列や土坑、 集石遺構が発見されました。 また、 給3トレンチでは明確な遣構が検出されなかっ

たため、 そこに便槽が設置されました。

上市場地区では、 平成元年度以来の発据調査となり、 第1トレンチの第3遺構面が戦国末から江

戸時代初期の遣構面である可能性があります。

1 石造物鯛査の概要 I

石造物調査は石見銀山遺跡の歴史的過程を実態に即してより詳細に明らかにし、 鉱山造跡としての特

性を把握することを目的に実旅しています。 石造物には様々なものがありますが、 現在は鉱山の盛衰が

直接的に反映されると考えられる墓石を重点的に調査しています。

1)平成21年度石造物調査指導会

実施日：平成21年5月26日（火）

場 所：石見銀山檻界遺産センタ ー 、 現地

指導者：田中義昭氏（島根県文化財保護審議会委員）

池上 悟氏（立正大学教授）

今岡利江氏（島根県民会館）

概 要

平成20年度の調査成果の確認及び平成21年度の調査内容の検討を行いました。平成21年度は、 真

言宗金剛院、 温泉津地区にある古層の墓石、 石見銀山遣跡周辺の室町時代の墓石の調査を実施する

こととしました。

2)温泉津地区温泉津沖泊道周辺の石造物詞査

実施日：平成21年6月15日（月）

場 所：現地

参加者：大田市·島根県教育委員会職員

概 要

温泉津町内で確認されている最古の紀年銘石塔を実測調査しまし

た。 調査成呆としては、 一石万輪塔に1574（天正2)年、 組合せ宝

筐印搭基礎に1579（天正7)年の紀年銘を確認しました。 大森地区

とほぼ同時期に福光石製の石塔が使用され始め、 その形態は大森地

区の古い形態と類似していることが判明しました。

3)温泉津地区金剛院墓地の悉皆調査

実施日：平成21年8月17日（月） ～19日（水）
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場 所：温泉津コミュニティ ー センタ ー 、 現地

指導者：田中義昭氏、 池上悟氏、 今岡利江氏

参加者：立正大学院生、 大田市・島根県教育委員会職員

概 要

金剛院境肉にある石造物を悉皆調査しました。調査成果としては、

搬入された日引石（ひびきいし：福井県産）と考えられる石造物

(14世紀末頃）、 特定家系に関連する変形宝塔、 大型組合せ宝匿印塔

を調査しました。大型宝筐印塔の調査では寄進者の銘文から造立時

期を推定することができました。廻船問屋が造立主体である変形宝

塔の検討では、江戸時代後期以降に製作されたと判明し、 有力商人

による継続した造立であることが確認できました。 また、 最終日に

は石造物調査指導会を開催し、 調杢結呆の確認及び補足調査の内容

について検討を行いました。 補足調査は10月までの間、 数日行いま

した。

4)温泉津町井田中正路の石造物調査

実施日：平成21年9月16日（水）

場 所：現地

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

湿泉津町井田中正路（なかしょうじ）に所在する

組合せ五輪塔1基、 道標1基、 道標の可能性がある

石造物1基の計3基の調査を実施しました。 石見銀

山遣跡では1570年代以降、 福光石製の石塔が使用さ

れていることが判明してきました。 しかし、 その意、

匠や「一石造」という特徴の由来は不明です。 石見

銀山遺跡周辺を含め、 南北朝時代から戦国時代の石

塔の流れを把握し、 福光石製石塔を位置づける調査

として実施しました。 調査の結果、 中正路の五輪塔

は室町時代に造立され、 福光石製石塔とは形態的に

大きな違いがあることが分かりました。

5)石見銀山遺跡周辺の石造物調査

実施日：平成21年12月8日（火）・12月10日（木）

場 所：現地

▲金目lj院の調査風景

▲中正路の石塔調査

指導者：中村唯史氏（島根県立三瓶自然館）、 今岡利江氏（島根県立八雲立つ風土記の丘）

参加者：島根県教育委員会職員
概 要

石見銀山遣跡周辺に存在する室町時代の石塔について時期や石材の種類について指導を受けまし
た。温泉津町井田中正路の組合せ五輪塔はデイサイト製で、15世紀代の造立と考えられます。 大田

市久利町の組合せ宝筐印塔は粗い凝灰岩製で、15世紀を中心に14世紀末から16世紀の造立と考えら

れます。大田市大家町の石塔は15世紀代のデイサイト製、17世紀以降の福光石製石塔の2時期があ

ることがわかりました。継続して石見銀山遣跡周辺の石造物の類例を調査する必要があります。
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場 所 島根県第2分庁舎人権啓発推進センタ ー研修室（松江市殿町）

講 師 松原高廣氏（石見銀山遺跡に関わる人権 ・ 同和問題協議会委員）

概 要

島根県下での同和問題の歴史について、 講師には人権・同和問題の解決を見据えて取り組まれた

啓発事業の成果に基づき平易にお話しいただきました。 その中では、 差別された人々が当時の社会

で果たしていた固有かつ重要な役割を評価すべき、 という指摘がありました。 こ れは調査研究にあ

たってふまえるべき重要なことの一つであることが確認されました。

2)第2回人権・同和問題調査にかかる調査指導会

実施日 平成22年2月26日（金）
場 所 島根県第3分庁舎古代文化センタ ー理化学分析室（松江市殿町）

講 師 松原醐廣氏（石見銀山遺跡に関わる人権 ・ 同和問題協議会委員）

概 要
今回は江戸時代の石見国幕府領における部落の歴史について、 講師から例を引いて分かりやすく

解説していただきました。 人権・同和問題の解決には、 当時の社会で差別された人々が治安維持を

担い、 社会的に重要な役割を果たした事実の解明が重要だと述べられました。

3)関連展示施設の見学

①見学日 平成21年9月10日（木）

場 所 久留米市人権啓発センタ ー （福岡県久留米市）

②見学日 平成21年9月15日（火）

場 所 渋染一揆資料館（岡山県岡山甫）、 岡山市人権啓発推進センタ ー （同）

③見学日 平成22年3月16日（火）

場 所 大阪人権博物館（大阪府大阪市）

見学者 島根県教育委員会職員

概 要

各施設鉦の特色ある展示見学に加え、研修や状況視察・聴取を通じて、 差別された人々の歴史に

ついて理解を深めることができました。 また、 人権・同和問題解決への取り組みに参考となる情報

を得ることができました。

I 教育普及方法等調査の概要 I

1)調査内容 先進事例の調査

実施日 平成22年3月27日（土）

場 所 飯田文化会館（長野県飯田市高羽町5-5-1)

参加者 島根県教育委員会職員

概 要

石見銀山遺跡の世界遺産としての価値を広く情報発信してゆくためには、体験を含めた教育着及

活動や、 請座·シンポジウム笠の活動が必要です。今年度は世界自然遣産登録をめぢしている南ア

ルプス地域で開催された「世界遣産フォ ー ラム南アルプスin飯田」を聴講し、 各地の鉱山遣跡で

の活動とは異なった観怠から事例調査を行いました。 同フォ ー ラムでは保全管理の重要性が指摘さ

れていました。 こうした点をふまえたパンフレット等が多数製作され、 価値とともに資産の大切さ

が広く周知されています。
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3. 自然科学的調査研究

従煎の科学調査など自然科学的な調査を一つの体系として整理発展させ、石見銀山遺跡の実態を解明
し、より価値を高める調査を行います。この調査の目的は、鉱山技術の復元、遣跡の保存、環境保護等
の解明です。これらの成果は講演会や鉱山技術の体験、現地ガイド、現地公開などで公表します。

I 考古資料分析調査の概要 I

1)平成21年度考古資料分析調査指導会
実施日：平成21年7月18日（土）
場 所：石見銀山世界遣産センタ ー

指禅者：村上 隆氏（京都国立博物館学芸部保存修理指導室長）
参加者：大田市・島根県教育委員会職員
概 要

平成21年度の調査内容の検討を行いました。平成21年度は、清水
谷製錬所跡の出土品の分析を実施することとしました。

2)調査内容：清水谷製錬所跡の出土品分析
概 要 ▲遣物の検的

出土品の科学分析により石見銀山遺跡の採掘から製錬に至るまでの技術を解明する目的で調査を
実施しています。今年度は昨年度に引き続いて清水谷製錬所跡の出土品について、科学分析を実施
しました。清水谷製錬所跡は明治20年代の短期間操業であったため、当時の技術を解明するには絶
好の遺跡です。

島根県内でも最古級のレンガについても科学分析を実施しました。
また、産地同定に必要な各地の製品を分析しました。

I 生物調査の概要 I

調査内容：陸棲脊椎動物、毘虫類、植物などの生物調査
実施対象：石見銀山遺跡及びその周辺
実施方法：財団法人しまね自然と環境財団（島根県立三瓶自然館）に委託し実施
委託期澗：平成21年5月26日（火）～平成22年3月31日（水）
概 要

平成20年度から代表的な自然環境を有する地域を対象に生物調査を実施し、年次変化や影響の有
無を把握することとしています。平成21年度は継続的監視・観察を行いました。来訪者の増加など
に伴い、生物環境への人為圧は高まっていますが、現在のところ大きな変化はありません。新たに
希少動植物の存在が確認されており、継続した情報収集が必要です。

1資産保全調査の概要I

調査内容：石造物の保存対策の指導会
日 時：平成21年7月30日（木）～31日（金）
場 所：石見銀山世界遺産センタ ー、現地
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の成果報告のあり方や今後の調査研究課題の議論と検討を行いました。

5)テー マ別調査研究に伴う久喜・大林銀山の調査

実施日：第1回 平成21年4月10日（金）

第2回 平成21年4月20日（月）

第3回 平成21年5月12日（火）

場 所：久喜・大林銀山現地、邑南町郷土資料館（邑智郡邑酌町）

指導者：吉川 正氏（邑南町文化財保護審議会副会長）

中村唯史氏（島根県立三瓶自然館）

参加者：邑南町教育委員会職員、 島根県教育委員会職員

概 要

▲久喜の近代製錬所跡のカラミ原

「東アジアの鉱山比較研究」に伴い石見地域にある鉱山の情報収集を行いました。久喜・大林銀

山の現地調査及び近代の鉱山道具を調査しました。

6)テーマ別調査研究に伴う第40回1617会．勝瑞（徳島）例会への出席

実施日：平成21年5月9日（土）～10日（日）

場 所：徳島県板野郡藍住町地内・監住町コミュニテイセンタ ー

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

1617会は、16世紀以前と17世紀以後の都市的な場を対象として学際的に研究を深めてゆく研究会

です。「最盛期石見銀山の景観復元」に伴い、 戦国期阿波国の城下町勝瑞について、多分野にわた

る調査・研究の方法や成果公開のあり方を参考事例としました。

7)テーマ別調査研究に伴う磯竹鉛山の調査

実施日：平成21年7月6日（月）

場 所：現地（大田市五十猛町）

指導者：中村唯史氏（島根県立三瓶自然館）

参加者：大田市・島根県教育委員会職員

概 要

鉛は銀精錬に必要な鉱物で、文献では18世紀には五十猛で採掘されていることが知られています。

現地には比較的尾根に近い、 地面の浅いところに2つの坑口が確認できます。 周囲には平坦地や坑

口が埋没した可能性がある窪地などもあります。

8)テーマ別調査研究に伴う笹ヶ谷鉱山の調査（堀家文書調査）

実施日：第1回 平成21年7月9日（木）～10日（金）

第2回 平成21年10月20日（火）～21日（水）

場 所：旧堀家住宅（鹿足郡津和野町）

指導者：第1回 仲野義文氏、 藤原雄高氏、 和田美幸氏

第2回 仲野義文氏、 藤原雄蘭氏

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

堀家は山師として津和野町l芍を初め、 石見地域の鉱山を操業していたので、 鉱山の経営、 流通な

ど数多くの文書が所蔵されています。 銀山御料の動向は代官所の政策を反映しているため、 堀家文
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概 要

大田市は、 国史跡の石見銀山遺跡の保存活用を図るため平成18年度から整備に着手していま

す。 その目的や箇所、 実施時期・内容などについて説明を行い、 一例として大久保間歩の整備

報告がありました。

4)第4回：「考古学から見た石見銀山煎史」

概 要

石見銀山周辺における寺、 遺跡、 古墳等の発掘調査からの視点による石見銀山酋史について

報告がありました。

5)第5回：「世界遺産から人間の歴史を考える」

概 要

人間の歴史の出発点・起点・変化を示す、 アフリカ等の「最も歴史が古い」遺産を例に、 人

間の歴史の中で世界遺産を考えるという辛艮告でした。 また、 世界遺産の中には「負の遺産」も

あり、多様な価値と視点が必要であると説明がありました。

6)第6回：「センタ ー フルオ ー プン1周年を迎えて」

概 要

当日の10月20日はセンタ ー のフルオープン記念日です。 石見銀山遺跡の世界遺産登録箭から

登録後の今日に至るまでの、 観光客の動向をはじめとする状況報告、 調査研究を含む大田市と

しての取り組み、 石見銀山協働会議、 基金について報告がありました。

7)第7回：「石見銀山逍跡の保存管理」

概 要

世界遺産の価値や、 その保存管理について、 他の世界遺産を例に挙げることで石見銀山遺跡

との共通点、 相違点を分かりやすく解説しました。

8)第8回：「出土品から見た石見銀山」

概 要

発掘調査により出土する考古学的資料の中で陶磁器にスポヽノトをあて、 出土陶磁器の移り変

わりや使われ方、 他の遺跡との比較や考察もありました。講演後は、 いくつかの出土品を手に

取りながら観察を行い解説もしました。

9)第9回：「平成21年度石見銀山遺跡本谷·安原谷地区発堀調査成呆」

概 要

平成21年度発掘調査の成果について、 現場写真を中心に説明しました。終了後は遺物を実際

に観察しながら質疑応答しました。

10)第10回：「古文書にみる石見銀山とその周辺地域J

概 要

調査の方法や、 古文書から分かる大森代官所と周辺の村々との関係を分かりやすく報告しま

した。
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11)第11回：「大森の町並み」

概 要

大田市には、 大森銀山(S62年選定）、 温泉津(Hl6年阿）の2つの国選定の町並み保存地

区があり、 いずれも世界遺茫の構成要素となっています。今回は、 国内86の町並み保存地区

(H22年3月現在）と上記2地区を概観するとともに、 大森の町並み保存について、 その歩み

と保存修理時に得られた史料をもとに建造物から見た石見銀山の歴史を学びました。

3. 体験学習イベントの開催

世界遺産センタ ー では、体験を通して石見銀山遣跡の理解や関心を促進することを目的に体験学習等

さまざまな参加型イベントを行うこととしています。

平成21年度は、 昨年度に引き続き体験学習室（収蔵体験棟）において、「こなし、 選鉱」といった製

錬作業や、「灰吹法」の実演見学など石見銀山ゆかりの技術を体験することや、 地元産福光石の加工を

行いました。

また、 要望の多かった石見銀山に関する古文書講座の開催するなど、 屋内型休験イベントの充実を図

りました。 あわせて、 遣跡内のさまざまな整備事業の成果の説明を兼ねた仙ノ山ウォ ー クを開催するな

ど、 野外型イベントも実施しました。

1)仙ノ山ウォ ー ク

日 時：平成21年5月30日（土）9:10~12:00

参加人数：39名
コ ー ス

世界遣産センタ ー (9:10発） ⇒仙ノ山展望台(9:50)⇒清

水口（10:20)⇒清水寺跡·選鉱場跡・蔵之丞坑（11:30)

⇒銀山公園（12:00着解散）

概 要

時折小雨の降る寒い 一 日でしたが、 市内外からの参加者

を迎え実施しました。

ウォ ー クのコ ー スは大田市が平成20年度から平成21年度

の2カ年度で仙ノ山清水口番所跡から清水谷製錬所跡を結

ぶコ ー スの見学追です。

平成20年度に整備した仙ノ山展望台や、 清水口番所跡か

ら清水寺跡、 選鉱楊跡と清水谷製錬所跡を結んだトロソコ

道を見学道として整備する計画などの解説と説明は、大田

市石昆銀山課の遠蔭課長補佐が担当し、 コ ー ス内いたると

ころで参加者からの質問に答えるかたちで、 ゆっくりと3

時間をかけてのウォ ー キングとなりました。
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日 時：平成22年2月20日（土）

参加人数：初級コ ー ス30名（講師：目次謙ー）

中級コ ー ス7名（講師：中木紗友美）

概 要

初級コ ー スは、 箭回の題材「銀山旧記」の続きを読

んでいきました。銀Il_1の争奪、 灰吹の始まりのくだり

です。

中級コ ー スは、 幕末、 代官所から石見銀山領内の海

辺村々へ出された通達を題材としました。 幕末にかけ

て増加してきた異国船の渡来をとおして、 日本と諸外

国の惰勢についても解説しました。

5)発掘調査現地見学会（積雪により中止）

▲中級コ ー スの様子

平成21年12月19日（土）に本谷・安原谷地区の発掘調査蜆地見学会を実施する予定としていました

が、降雪により中止しました。 その後も、寒波の影詈で実施の目途が立たず、平成22年1月12日（月）

の夜学で、 写真や出土退物を使用して実施した発掘調査の概要を説明することとしました。

4園 情報コ ー ナ ー 展示の実施

世界遺産センタ ー の情報コ ー ナ ー において、 石見銀山遺跡について、 より深い関心を持っていただ＜

とともに、 遺跡への理解につながる様々な企画展示を行っています。

平成21年度は、 石見銀山遣跡での発揖調査がどのように行われているかなど成果速報展を開催しまし

た。

1)「発見！地下に眠る大森の町 ～発掘調査の成果から～」

期 間：平成21年9月12日～平成22年3月5日

概 要

この企直展示は、 日頃現場を見ることが誰しい、 町並

みでの工事にともなう発堀調査を中心として、 発掘現場

の様相や成果を紹介したものです。 町並みでの発掘調査

は昭和58年度から随時行われていましたが、 その成果に

ついて一般公開する機会は十分ではありませんでした。

今回の展示では、 その中でも大きな成果のあった宮ノ

前地区、 城上神社前、 熊谷家住宅などで行った発掘調蒼

時の写真やその成果説明パネルを展示しました。
▲「発見l地下に眠る大森の町」

発掘調査成果速報展

2)「石見銀山遺跡発掘調査速報展 ～平成21年度調査／本谷・安原谷地区から～」

期 間：平成22年3 月6日～4月23日

概 要

平成21年度に調査を行った本谷•安原谷地区での発拇調査成果を速報しました。

今年度は、 本間歩～石銀地区問（本谷地区）の露頭掘りの調査と、 平成19年度からの安原谷地区

の継続調査を行っており、 前者では岩盤の試掘跡、 後者では選鉱関連の可能性がある岩盤の加工跡
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VI ． 石見銀山遺跡関連事業の概要

1. 史跡整備事業

平成21年度は、 文化庁国庫補助事業として「史跡等総合整備活用推進事業」と「史跡等・登録記念

物・歴史の道保存整備事業」を実施しました。

「史跡等総合整備活用推進事業」では、 前年度から引き続き清水谷地区の環境整備工事として、 石

垣 ・ 石段などの保存修理や丸太階段·木橋設置などの史跡見学道整備をおこないました。 さらに、 整備

工事を行った清水谷池区をはじめとして、 本谷地区、 矢筈城跡地区などの各地区では、 史跡地内の見学

）レ ー トをわかりやすくするための道標や史跡の説明板を設置しました。

史跡地内の建造物では、1811（文化8)年建築の銀山附地役人の居宅であった「渡辺家住宅」の公開

活用に向けた保存修理工事を行いました。

また、 平成21年7月の集中豪雨によって被害を受けた山吹城跡見学遮や、 銀山街道温泉津沖泊道につ

いて、 路面の流出・崩落した箇所の保存修理工事を行い、 安全に歩行・見学ができるように復旧しまし

た。

「史跡等・登録記念物・歴史の道保存整備事業」としては、 平成18年度から継続して実施している羅

漠寺五百羅漢の保存修理工事が完了しました。 また、 平成21年7月の集中豪雨災害により一部崩落した

清水寺裏山の斜面について、 法枠工による崩落防止工事を行いました。

これらの整備事業は、「石見銀山遺跡整備検討委員会」の指導に基づいて実施しており、 平成21年度

は2回の委員会を開催しました。

また、 史跡の保存管理及び整備事業実施に必要な「史跡等買上げ事業（土地公有化）」を並行して進

めており、 平成21年度は柑子谷地区と龍源寺間歩坑口前の土地について買上げ事業を行いました。

石見銀山遺跡整備検討委員会 委員名簿

氏 名 住所 区分 任 期 俯考

1 田 中 哲 雄 京都府 学識経験者 H20. 9.15~H22. 9.14 委員長

2 大 橋 泰 夫 松江百 学識経験者 同上 副委員長

3 村 上 隆 京都府 学識経験者 同上

4 村 田 信 夫 滋賀県 学識経験者 同上

5 横 田 修一郎 松江市 学識経験者 同上

6 小 林 准 士 松江市 学識経験者 同上

7 井 上 雅 仁 大田町 学識経験者 H20.11.20~H22. 9.14 

8 山 下 幸 弘 大森町 地元代表者 HZO. 9.15~H22. 9.14 

， 田 中 裕 子 仁摩町 池元代表者 同上

10 中 村 仁 美 大森町 池元代表者 同上

11 太 田 洋 子 三瓶町 地元代表者 同上
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I 平成21年度写真・ポジ貸出実績 I

貸出先 写具画像 I 所蕨者 掲載誌·使用目的

1 株式会社テレピマンユニオン テイセラ「日本図」 島根県立古代出雲歴史博物飴 東京放送系「世界ふしぎ発見！ マカオ
篇」

釜屋両歩と岩盤加工遣楕

2 社団法人日本ユネスコ協会連盟 温泉津町並み（長命舵附近） 日本ユネスコ協会連盟制作パネル

温泉禅町並み（なまこ壁）

3 プランニングケイ
テイセラ「日本図」 島根県立古代出雲歴史博物詑 『るるぷ山陽山陰 '10』
御取納丁銀 島根県立古代出雲歴史博物館1「るるぶ松江出雲石見銀山 '10』

4 枡5〖会社ネクサス 石見銀山稼方絵巻 個人 「開連！なんでも鑑定団J

（杜）日本冑年会議所中国地区島根プ
5 社団法人島根大田宵年会康所 テイセラ「日本図」 靡根県立古代出雲歴史悼物館 ロック協詭会 第35回島根プロyク会員

大会記念パンフレッ｀ ト

石見銀山全呆（空撮I
トップツア ー株式会社

6 中四国国内旅行センタ ー 龍源寺間歩(2枚） 『レストランプランナ ー 中四国』

大久保間歩

7 中国電力株式会社 出雲営業所 大森附並み 中国電力杜l勺報『エネルギア』7月号

8 株式会社山）1|出版社 テイセラ「日本図」 島根県立古代出雲歴史博物館 「歴史と地理 日本史の研究』225号

9 石見銀山大森郵便局
石見銀山稼方絵巻 個人

石見銀山オリジナルフレ ー ム切手
御取納丁銀 烏根県寸古代出雲歴史博物館

株式会社イースト
石見銀山稼力絵巻 個人 全日空機内映像プログラム ANAトラ

10 
島根県ゞ「古代出娑歴史博物館 ベルナビゲー タ ー御取納丁銀

11 大田市長 御取納丁銀 畠根児立古代出雲歴史博物館 大田市直点要望書 表紙

12 株式会社天夢人 石見銀山鉱山図解 個人 「週刊 歴史のミステ')-J 82号

13 株式会社天夢人 大森町恕巖写真 「週刊 歴史のミステリ ー］82号

石見銀山遠景

丁銀3種
14 株式会社浜烏書店 ・御取納丁銀 島根某立古代出雲歴史博物館

中学校歴史資料集『総合歴史J
・文禄石州丁銀
・御公用丁銀

テイセラ「口本図」 島根県立占代出雲歴史博物館

オルテリウス［礎靱図」 島根県立古代出雲歴史博物館 貨幣博物館秋季企画展I海を趣えた中世
15 日本銀行金融研究所貨幣博物館 仙ノ山・大森町並み空撮 のお金J展示パネル ・ 館1).]配布用リ ー フ

大久保蘭歩内部 レット·冊＋ （ホ ー ムペー ジ掲載も含む）

露頭掘跡

テレビ愛知グル ー プ 株式会社 テイセラ「日本図」 島根県立占代出雲歴史悼物飽 テレビ愛知「今すぐ行きたい！世界遣産
16 

アイプロ 石見銀山絵巻 個人 ぶらりおんな旅』

テイセラ「日本図」 島根県立古代出雲歴史博物館
『石州の歴史と遺産』（自費出版）17 小寺雅夫

オルテリウス「轄靱図」 島根県寸古代出圭歴史博物館

御取納丁銀 島根県立占代出雲歴史博物館 「マイデザイン」88号 特集「デザイン
の素材、 金·銀 ・ 銅」のうち

18 有限会杜写人社 仮題「16世紀、世界の銀の1/3を産出
オルテリウス「難靱図J 島根県立古代出雲歴史芯物館 した石見銀山」

『ゼンリン住宅地図 飯石郡飯南町』

19 株式会社ゼンリン山陰 松江営 仙ノ山空撮 『ゼンリン住宅地図 出雲市1J
業所

|「センリン住宅地図 簸/II郡斐川町』

20 株式会社KAZU テイセラ「日本図」 島根県立古代出雲歴史博物館 日本テレビ『News 「)アルタイム』

21 大田市教育委員会 生涯学習課 石見銀山航空写真 大田市立図書館の新カ ー ドのデザイン

22 石見銀山農業協同組合 御取納丁銀 大森町農協直売店舗使用のお土産袋

23 有阪会社プランニングス求ット オルテリウス「璧靱図」 島根県立古代出雲歴史博物館 閥ナチュラリ ー プラス会報誌「フレ』

社団法人日本電気協会新蘭部 テイセラ「日本図J 島根県立古代出雲歴史博物館 電気新聞 別周付録『あのまちこのまち
24 

電気新聞 御取納丁銀 島根県寸占代出雲歴史博物館 石見』
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4. その他の事業

1 石見銀山遺跡調査活用委員会 I

平成21年7月17日（金）に、 枇界遺産センタ ー で第3回石見銀I]1遺跡調査活用委員会が開催されまし

た。 会議前には清水谷地区など現地を視察し、 落石対策や見学道整備の状況などについて意見をいただ

きました。 会議には15名の委員全員が出席し、 今後の調査研究などについて助言や意見をいただきまし

た。

また、 平成21年12月22日（火）には、12名の委員が出席し、 柄ケ浦・沖泊・温泉律の視察を行った後

に、 温泉津コミュニティ ー センター で第4回石見銀山遺跡調査活用委員会を開催しました。 当日は、 港
湾集落の整備·活用などについて助言や意見をいただきました。

石見銀山遺跡調査活用委員会 委員名簿

氏名 職 名 専門分野 備考
井上 雅仁 島根県立三瓶自然館 学芸グル ー プリ ー ダ ー 自然環境
大橋 泰夫 島根大学法文学部 教授 考古学
勝部 昭 元•島根県教育委員会教育次長 文化財行政 委員長職務代理者
黒田 乃生 筑波大学大学院人間総合科学研究科 准教授 文化的景観
小林 准士 島根大学法文学部 准教授 近抵思想史
高安 克己 島根大学名誉教授 地質学
田中 裕子 オフィスタナカ 代表 地元有識者
中塩 弘 DOWAホ ー ルデイングス株式会社 取締役 鉱業
仲野 義文 石見銀山資料館 館長 近世史
中村 俊郎 中村ブレイス株式会社 代表取締役社長 地元有識者
西村 幸夫 東兄大学先端科学技術研究センタ ー 教授 都市計画
林 秀司 島根県立大学総合政策学部 教授 人文地理
原田洋一郎 東京都立産業技術高等専門学校 准教授 鉱山史
町田 章 元・奈良文化財研究所所長 考古学 委員長
村上 隆 京都国立博物館学芸部 楳存修理指導室長 歴史材料科学

※任期：平成20年1月7日～平成23年1月6日（中塩委員は20年6月26日～）

I 石見銀山遺跡保存管理委員会 I

平成21年5月27日（水）に、 世界遺産センタ ー で第2回石見銀山退跡保存管理委員会が開催されまし
た。

この委員会は、 石見銀山遺跡を適切に保存管理し、 その価値を永く後世に伝えていくことを目的とし

て、 島根県と大田市が共同で設置しました。 世界遣産登録推薦書の中でも、 その設置を謳っていたもの
です。

委員会では、 遺跡の保存管理に関連する諸事業の総合調整や遺跡の保存管理計画の進行管理等を行い

ます。委員は、 県の関係部局の次長6名及び市の関係部局の部長5名の11名で構成されています。 第2
回については、 文化庁から世界文化遣産室長にもお越しいただき、 意見交換や保全管理計画などに対す
る助言をいただきました。

その後、 委員長である県の福間教育次長の進行により議事に移り、 石見銀山の現状、 調査・活用事業

についての状況報告などを各事項ごとに、 県と市の担当者が説明を行いました。
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I 石見銀山協働会議 I

平成17年6月26日、 世界遺産登録を目指す石見銀山遺跡を官民協働により保全·活用していくための

方策を検討するため、 公募による約200名の市民プランナ ーと島根県 ・ 大田市の関係課職員により石見

銀山協働会議が組織されました。

平成17年度において、「全体会」を4回、「保全」「発信」「受入］ ［活用」の分科会がそれぞれ15~16

回のワークショップを実施し、 平成18年3月、 今後の石見銀山における取り組みの方向性を示した「石

見銀山行動計画」を策定しました。

平成18年度以降は、「石見銀山行動言1匪」に基づいた各種事業を実施し、 平成21年度は下記の事業を
しました。

1)保存管理

①保全活動体制整備事業

平成21年6月28日（日）と9月27日（日）に第9回、 第10匝の「クリ ー ン銀山」を実施しまし

応この事業は昨年度まで「石見銀山維持保全活動連絡会議」の主催事業として行っていました
が、 今年度より世界遺産センタ ーの主催事業として行っています。

第9回クリ ー ン銀山
日 時：平成21年6月28日（日）8:20~10:10

場 所：世界遺産センタ ー 周辺、 宮ノ前地区

参加者：121人

第10回クリ ー ン銀山

日 時：平成21年9月27日（日）8:00~10:00

場 所：世界遺産センタ ー周辺、 銀山公園

参加者：37人

②石見銀山ル ー ル策定・普及事業

▲第10回クリ ー ン銀山

平成18年度に大森町自治会協議会と行政により「石見銀山）レ ー ル検討委員会」を設置しました。
平成20年度には、 主に看板や商品陳列といった「大森町内における出店マナー」について検討

し、 平成21年3月7日（土）に開催された「大森町町民集会」で合意形成され、 平成21年度から
は大森町自治会協議会が出店マナーのマネジメント組織となり、 穏やかさと賑わいの両立を図っ
ています。

③石見銀山基金
「石見銀山行動計画」で提案された「保存管理基金」の設立に向けて、 平成19年7月20日に

「石見銀山協働基金設克準備委員会」を設置し、検討作業を行い、 平成20年2月28日に「石見銀

山基金募金委員会」が設立され、 寄附の呼びかけ、 受付を始めました。

理事会：6/1、 幹事会：5 /13 • 7 /13、 顧問会議：6/23 
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河． 職員及び運営スタッフ（平成21年度）

■石見銀山世界遺産センター

【大田市】

小野 康司（石見銀山課長）
遠藤 浩巳（課長補佐・保護調整係長）
長慨 康典（遺跡調査係長）
揖 隆宏（主任）
山藤かおり（嘱託職員 案内窓口担当）
加藤 真貴（颯託職員 遣跡管理員）

西村 崇司（諜長補佐·冊界遣産センタ ー 長）
中田 健一← （世界遺産係長）
野木 俊介（主事）
石橋富士子（阿） 森山のどか（同）

湯川 登（属託職員 大久保間歩管理員）
海塚 千明（臨時職員 事務補助H21/9末まで） 字谷 京子（臨時職員 事務補助H21/10/lから）
向田 直美（腐時職員 案内窓口担当）
曽我 冴美（パ ー ト 案内窓口担当） 白枝 智子（同） 景山浩子（同） 川戸 智子（同）
島田美由紀（同） 山根 弥生(|司H21/5/5まで） 狩野 裕子（同H21/5/llから）
新川 降（調査補助員） 尾村 勝（阿） 松尾 賢二（同）
高村 玲子（遺物整理員） 井上 伸子（同） 浅野 美貴（同） 松原 絵麻（同H21/6末まで）

【島根県】
椿 真治（島根県教育庁文化財課世界遣産室専門研究員・大田市駐在）
守岡 正司（同）
目次 読ー （島板県教育庁文化財課世界遺産室主任研究員・大田市駐在）
引野 佳幸（島根県教育庁文化財課世界遺産室企画員·大田市駐在）
中木紗友美（島根県教育庁文化財課世界遺産室嘱託員・大田市駐在）

■大田市教育委員会 教育部 石見銀山課
小］II和邦（教育長） 大國 晴雄（教育部長） 小野 康司（石見銀山課長）

遠籐 浩巳（課長補佐・保護調整係長）
林 泰州（課長補佐•町並み交流センタ ー 長・町並み保存係長）
西村 崇司（課長補佐•世界遺産センタ ー 長・世界遺応センタ ー 係長）
長嶺 康典（遺跡調査係長） 中田 健一 （世界遺産係長）
今田 善寿（主任） 揖 隆宏（同） 大門 克典（阿）

渕橋 洋祐（副主任） 松浦 渦（同）
山内 健（主事） 青木 俊介（同）

-55-





















という。）を減額し、又は免除することができる。
（使用料等の不還付）
第14条 既に納められた使用料等は、還付しない。ただし、市長が特別の事由があると認めるときは、

これを還付することができる。
（原状回復）
第15条 使用者は、施設等の使用が終わったときは、直ちに当該施設等を屎状に復さなければならない。
（損害賠償）
第16条 拠点施設の施設等及びその他の物件を故意又は過失によりき損し、汚損し、又は滅失した者は、

これを原状に復し、又はその損害を賠償しなければならない。
（委任）
第17条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。
附 則

この条例は、平成19年10月1 日から施行する。
附 則（平成20年条例第29号）

この条例は、平成20年10月20日から施行する。
別表第1 （第11条関係）
旅設使用料

区分

オリエンテ ー ション室 II
I 多目的室 II 

体験学習室

備考

使用料(1時間につき）

800円

200円 I
200円

1 使用時間が1時間未溝であるときは、1時間とし、使用時間が1時間を超える場合において1時間
未滴の端数があるときは、これを1時間として計算する。

2 冷暖房設備を使用した場合は、使用料の5割相当額を加算した額を使用料とする。
3 使用料の額には、消費税相当額を含む。
別表第2 （第11条関係）
設備使用料

種別 II 名称 II 岸位 II 使用料 ［ 超過時間1時間当たり I 
I 音響設備 II ワイヤレスマイク 11 1本1回］ I 700 円 II 200円 I
三 ビデオプロジェクタ ー 1式1回 4,000円 600円

I CD. DVDプレ ー ヤ ー II 1台1回 II 2,000 円 II 300 円 I
備考
1 午酋（午前9時から正午まで）、午後（午後1時から午後5時まで）の使用区分をもってそれぞれ

1回とする。
2 使用料の額には、消黄税相当額を含む。
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